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Bridging doctor-patient rapport through a chatbot

ユーザの悩みを専門家に届けるチャットボットの設計と評価

人から人への信頼を橋渡しするチャットボット

どんな研究
大きな悩みを抱える人は専門家の見解を仰ぐことが重要であるにも関わらず、社会との関わりに疎く専門家に
助けを求めない傾向があります。そこで、他者に直接相談しづらい悩みを、対話エージェントを用いて打ち明
けやすくし、その内容を専門家へ伝えることを支援する対話エージェントを開発しました。

どこが凄い
対話エージェントに関する従来研究は、人とエージェントの関係に焦点を当てたものが大半で、人同士をつな
げることをめざした研究は世界的にも例を見ません。トラスト・トランスファー理論を活用することで、信頼
関係を媒介する対話エージェントを開発し、その有効性を確認しました。

めざす未来
情報技術の普及によって誰とも簡単につながることができる半面、人間関係の希薄化や分断、孤立化が問題に
なっています。そこで、人と人の信頼関係を橋渡しする対話エージェントを用いて人間関係を再構築すること
によって、孤立化を防ぐインクルーシブな社会の実現に貢献します。
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